
南九州の農林水産物・食品を、
志布志港から世界へ！

志布志港 小口混載

～ 農林水産物・食品の海外輸出に興味がある場合は、以下の連絡先までご連絡ください! ～

【輸出に関する相談窓口】
志布志市役所 港湾商工課 電話 099-472-1111 FAX 099-473-2203
【輸出全般の相談窓口】 港湾振興係 （251・253） kouwansinkou@city.shibushi.lg.jp
【企業に関すること】 企業立地推進係 （252・254） kigyouritti@city.shibushi.lg.jp
志布志市役所 農政畜産課 電話 099-474-1111 FAX 099-474-2281
【農産物に関すること】 茶業振興係 （434・431） tyagyousinkou@city.shibushi.lg.jp

【輸出通関手続きに関する相談窓口】
㈱上組志布志支店 099-473-2497 / 日本通運㈱志布志支店 099-472-1121
東洋埠頭㈱志布志支店 099-472-1771 / ㈱山下回漕店 099-472-1401
鹿児島海陸運送㈱ 志布志営業所 099-472-7666

志布志港志布志港

志布志港、冷凍小口混載
輸出を始めました！！

輸出を後押しする、
補助金あります!
（詳細は裏面をご覧ください）

ぜひ、志布志港から
農林水産物・食品の輸出を
一緒にしてみませんか??

令和４年５月に、
小口貨物を混載して、

海外輸出しました!



助成
対象

事業名 概要・条件 助成金

荷主 新若浜地区国際コンテナ
ターミナル利用促進事業

・志布志港新若浜地区国際コンテナターミナル
を発着するコンテナ船を利用して行う、輸出入コ
ンテナ貨物のうち、新規（初めて志布志港を利
用するもの）、又は継続利用（新規以外）の実入
りコンテナ貨物

・新規利用の助成額は、輸出貨物１TEU当たり１万円
（荷主の年間助成限度額は200万円）。
・継続利用に関しては、全取扱量に対して
輸出１TEU当たり2,千円
（荷主の年間助成限度額は300万円）。

利用者 コンテナ用冷蔵・冷凍用
電源施設使用料助成制度

・志布志港外貿コンテナ定期航路を利用する際
のコンテナ用リーファーコンセントの使用料（鹿
児島県の請求）に対し、使用料の一部を予算の
範囲内で助成
・日本国内に事業所を有していること

・使用料の3分の1を予算の範囲内において助成

荷主 食品・農林水産品
コンテナ輸出助成制度

・日本国内に事業所を有し、輸出する貨物が食
品及び農林水産品（原木を除く）であること
・船荷証券（Ｂ／Ｌ）の出し荷主であること
・志布志港新若浜地区国際コンテナターミナル
に寄港している定期コンテナ航路を利用して輸
出すること

・2万円/１コンテナ

荷主 食品輸出小口混載貨物
助成事業（ドライ貨物）

・志布志港発着の外貿コンテナ定期航路及び
国内定期航路を活用した輸出コンテナ貨物
・通関手続きが長崎税関鹿児島税関支署志布
志出張所管轄でなされた貨物
・複数企業によるコンテナ混載の食品貨物

・4千円/１RT（１ｔもしくは１m3のうち、大きな数値）
（１コンテナへ混載する小口貨物助成限度額1万2千円/１荷主）
・年間助成金限度額12万円/1荷主

荷主 食品輸出小口混載貨物
助成事業（冷凍貨物）

・志布志港発着の外貿コンテナ定期航路及び
国内定期航路を活用した輸出コンテナ貨物
・通関手続きが長崎税関鹿児島税関支署志布
志出張所管轄でなされた貨物
・複数企業によるコンテナ混載の食品貨物

・１万円/１RT（１ｔもしくは１m3のうち、大きな数値）
（１コンテナへ混載する小口貨物助成限度額2万円/１荷主）
・年間助成金限度額20万円/1荷主
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【輸出に関する助成制度】

【志布志港から各地への輸送日数】

【ドライ貨物】

仕向地（輸出先国） 所要日数

香港港（中国） １４日

高雄港（台湾） １５日

基隆港（台湾） １７日

バンコク港（タイ） １９日

レムチャバン港（タイ） ２２日

ハイフォン港（ベトナム） １７日

シンガポール港 ２２日

仕向地（輸出先国） 所要日数

シカゴ港（アメリカ） ４７日

ニューヨーク港（アメリカ） ３９日

ロサンゼルス港（アメリカ） ３０日

ロッテルダム港（オランダ） ５４日

サザンプトン港（イギリス） ５５日

ドバイ港（ＵＡＥ） ３８日

シドニー港（オーストラリア） ３６日

【冷凍貨物】

※上記の仕向地（輸出先国）は一部であり、世界160ヵ国への輸出が可能です。まずはご相談ください！

仕向地（輸出先国） 所要日数

香港港（中国） １１日

シンガポール港（台湾） １７日

台北港（台湾） ※調整中


